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四
十
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尾
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遺
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尾
原

一
号
墳
調
査
概
報

島
根
県

川
本
農
林

土
木
事

務
所



一
、
遺
跡
の
位
置
と
調
査
に
至
る
ま
で
の
経
過

出
羽
川
の
清
流
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
延
々
十
五
粁
に
及
ぶ
河

岸
段
丘
を
中
心
と
し
て
繰
り
拡
げ
ら
れ
る
出
羽
盆
地
―
そ
れ
は
石

見
山
町
古
代
文
化
の
揺
修
め

地
で
あ
る
。
こ
の
盆
地
に
は
牛
塚
原

洩
跡

。
順
庵
原
Ａ
遺
跡
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
山
間
の
地
と
し
て

は
極
め
て
早
く
既
に
爾
生
式
時
代
前
期
の
頃
か
ら
し
っ
か
り
と
し

た
集
落
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
段
丘
上

一
円
に
集
落

が
拡

っ
て
、

厠
生
式
時
代

の
後
期
頃
に
は
段
丘
面
に
切
れ
陶
な
く
集
藩

が
並
び
、

こ
れ
等
の
集
落
は
そ
の
後
次
第
に
人
口
の
増
加
に
よ
る
膨
張
の

一

途
を
た
ど
り
、
土
師
器
前
半
の
終
り
頃

に
は
各
集
落

の
規
模

は
そ

の
頂
点

に
達
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
こ
れ
等
の
各
集
落

は
内
部

分
解
を
起

し
て
小
規
模
と
な
り
、
か
わ

っ
て
谷
合
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
新
し
い
集
落
が
誕
生
し
て
今
日
の
瑞
縛
町
内
及
び
そ
の
周
辺

一
円
に
小
集
藩

が
散
在
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
現
象

の
間

に
は
当
然
食
独
事
情

が
介
在

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
悪

像
に
難
く
な
い
。
即
ち
、
古
来
よ
り
の
湿
地
帯
農
業

に
よ
る
米
作

が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
人
口
の
極
限

に
達
し
た
時
期

に
新
し
い
濯
漑
技
術
を
も

っ
た
農
族
が
大
陸
か
ら
伝
え
ら
れ
、
そ
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れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
水
田
化
の
不
可
能
で
あ

っ
た
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
谷
合
の
地
が
耕
作
可
能
地
と
化
し
、
そ
れ
が
集
落

の
全
域
的
散
在

を
う
な
が
す
因
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
情

を
も
つ
こ
の
地
は
、
そ
の
後
営
々
と
し
た
村
づ
く
り
が

統
け
ら
れ
、
こ
の
新
し
い
集
落
を
母
体

と
し
た
古
墳
の
築
造
も
始
め
ら
れ
る
よ

，
に
な

っ
て
こ
の
地
方
の
政
治
的
社
会
を
形
成
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
平
安
時
代

に
入
る
と
如
何
な
る
事
情

に
よ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
山
城
国
賀
茂
別
雷
社
の
社
領
荘
園
と
化
し
て
久
永
座
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
つ
頃
ど
の
よ
う
な
事
情

で
賀
茂
社
領
と
な
っ
た
か
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料

は
今
の
と
こ
ろ
何
物
も
な
い

が
、
昭
和
十
五
年
に
賀
茂
別
雷
社
よ
り
公
刊
さ
れ
た
史
料
集

「
賀
茂
注
進
雑
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
頼
朝
書
状
等
に
賀
茂
社
慨
と
し
て

の
石
見
国
久
永
庄
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
当
地
方
の
社
寺
に
残
る
古
棟
札
に

「
石
見
国
邑
智
郡
久
永
庄
Ｏ
Ｏ
村
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
方
が
少
な
く
と
も
頼
朝
以
前
＝
平
安
時
代
か
ら
賀
茂
別
雷
社
領
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
単
に
当
地
方
の
古
代
社
会
の
解
明
の
上

に
重
要
な
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
の
荘
図
形
態
の
究
男
の
上
に
も
見
逃

せ
な
い
意
味

を
有
す
る
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
に
報
告
す
る
長
尾
原
遺
跡
は
、
島
根
県
邑
智
郡
瑞
裕
町
大
字
下
亀
谷
に
所
在
し
、
今
日
ま
で
に
出
土
し
て
い
る
土
器
片

か
ら

推
し
て
鞠
生
式
時
代
後
期
の
頃
か
ら
賀
茂
社
領
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
平
安
期

に
か
け
こ
の
か
な
り
長
期
間

の
集
落
跡
で
あ
り
、
文

こ
の
集
落
も
土
師
器
前
半
期

の
噴

に
最
大
の
規
模

を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
、
そ
の
規
模
は
実

に
東
西
約
八
百
米
南
北
約
五
百
米
に

も
及
ぶ
山
間
の
地

に
し
て
は
珍
ヶ
レ
く
た
録
模

経
出
秘
盆
地
中
随

一
の
集
落
跡
で
あ
る
。
更
に
こ
の
長
躍
原
段
丘
面

一
帯

に
拡
が
る
広
大

な
集
落

の
周
囲
に
は
長
尾
原
古
墳
群
と
名
付
け
な
横
穴
式
石
室
を
主
体
に
も
つ
群
集
古
墳
も
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
第

一
図
）

こ
の
長
尾
原
遺
跡
の
発
見
は
終
戦
後

し
ば
ら
く
の
後

に
こ
の
段
丘
上
に
開
拓
部
落
が
で
き
て
山
林
あ
耕
地
化
が
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
に

始
ま
る
。
そ
れ
ま
で
の
長
躍
原
は
雑
木

と
赤
松

に
覆
わ
れ
た
山
林
で
あ

っ
た
。
昭
和
二
十
七
年
十
月
に
筆
者

（関
脇
俊
彦
）
は
は
じ
め
て

当
地
を
訪
れ
た
。
当
時
島
根
大
学

に
在
学
申
で
あ
り
、
当
地
と
は
全
く
無
縁
だ

っ
た
筆
者

は
旧
島
根
県
史
四
巻

に
記
載
さ
れ
て
あ
る
古
墳

地
名
表
を
頼
り
に
邑
智
郡
奥
部
の
古
墳
の
踏
査
に
訪
れ
た
ら
で
な
る
が
、
た
ま
た
ま
瑞
藉
町
下
亀
浴

（
基
時
田
所
村
）

の
旅
館

に
一
夜
を

―
―
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明
し
て
長
尾
原
の
事
情
を
知
り
、
当
時
県
立
矢
上
高
使
教
諭
で
あ

っ
た
地
元
の
三
上
鎮
博
氏
に
同
道
を
願

っ
て
長
尾
原
の
踏
査
を
行

っ
た

と
こ
ろ
、
開
拓
は
ま
さ
に
た
け
な
わ
で
、
政
丘
面

一
帯
が
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ

っ
て
畑
地
化
さ
れ
、　
一
面
に
土
器
片
が
散
布
し
て
い
た
。

釜
者
は
そ
の
散
布
状
態
を
メ
モ
し
、
幾

つ
か
の
土
器
片
の
実
測
を
し
て
長
尾
原
を
後

に
し
た
の
で
あ
る
。
比
高
約
十
米
の
下
段
と
、
更

に

約
十
米
上
に
あ
る
上
段

と
の
二
段

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
長
尾
原
段
丘
の
全
面
と
、
そ
の
勘
側

に
続
く
中
ノ
原
に
か
け
て
散
布
し
て

い
る
土
器
片
は
正
に
壮
観
で
み

っ
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
七
・年
に
島
根
県
教
育
委
員
会
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た

「
島
根
県
遺
跡
目
録
」

に

は
こ
の

一
帯
の
追
跡
に
長
尾
原
遺
跡
と
名
付
け
て
集
落
跡
と
し
て
登
録
し
た
の
で
ぁ
る
が
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
に
縁
ぁ

っ
て
瑞
縛
町
閣

の
高
原
中
学
校
に
恐
任
し
た
筆
者
か
長
尾
原
を
訪
れ
た
時
に
は
、
ぁ
の
偉
観
を
呈
し
た
遺
跡
の
面
影
は
既
に
無
く
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
た
あ
と
は
水
囲
化

さ
れ
、
多
く
の
土
器
片
は
水
日
の
底
に
沈
め
ら
れ
て
い
て
、
遺
跡
発
見
当
時
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資

料
は
昭
和
二
十
七
年
に
箋
者
が
メ
モ
し
た
野
帖
の
数

ペ
ー
ジ
の
み
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
野
帖
メ
モ
と
そ
の
抜
の
調

査
に
よ

っ
て
知
り
得
る
発
掘
調
査
以
前
の
遺
跡
の
概
況
は
、
碗
生
式
後
期
か
ら
始
ま
り
極
め
て
新

し
い

須
恵
器
に
至
る
問
の
土
器
片
の
散
布
情
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
輻
生
式
上
器
の
分
布
は
迫
跡
東
端
の
極
め
て
小
規
模
な
範
囲
に
限
ら
れ
て

お
り
、
５
字
形
口
縁
に
未
だ
平
行
沈
線
は
残
す
が
口
縁
が
長
く
直
立
す
る
当
地
方
で
は
最
古
の
土
師
器
と
考
え
ら
れ
る
式
の
古
式
土
師
器

が
速
跡
下
段
の
東
側
半
分
ぐ
ら
い
に
主
と
し
て
分
布
し
、
次

の
前
半
期

の
上
師
器
と
し
て
は
新
し
い
式
の
５
字
形
口
縁
を
も
つ
土
器
片
が
、

突
如
と
し
て
遺
跡
全
域
に
分
布
し
て
こ
の
遺
跡
の
最
大
規
模

の
時
期
を
示
す
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
半
期
の
上
師
器
や
須
恵
器
の
分
布
に

な
る
と
再
び
縮
小
さ
れ
て
蜘
生
式
上
器
の
分
布
を
み
る
東
端
よ
り
も
一史
に
東
寄
り
の
端
に

一
部
と
、
長
尾
原
下
段
の
西
側
斜
面
か
ら
中
ノ

原
に
か
け
た
小
地
域
、
及
び
遺
跡

の
南
端
船
近

と
の
三
ク
所

の
位
置

に
分
散
し
て
小
規
模
な
分
布
範
囲
を
示
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
発
携

調
査
以
前

の
遺
跡
の
状
態
を
み
る
と
、
所
謂
長
尾
原
段
丘
は
殆
ん
ど
水
田
化
さ
れ
、
プ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ

っ
て
近
構
は
破
壊
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
長
躍
原
還
跡
の
中
で
も
下
段
西
側
に
隣
楼
す
る
通
称
中
ノ
原
は
、
長
尾
原
の
開
拓
以
前
か
ら
畑
地
化
さ
れ
て

い
た
た
め
に
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ
る
被
審
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
中
ノ
原
の
開
墾
に
つ
い
て
は
古
老
の
語
り
伝
え
も
な
い
程
で



ぁ
る
か
ら
、
恐
ら
く
江
戸
時
代
或
は
そ
れ
以
前

か
ら
の
耕
地
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
土
器
片
？
露
呈
も
極
め

て
少
な
く
、
叉
遺
構
の
破
壊
も
少
な
い
と
推
定
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
昭
和
四
十
三
年
に
至

っ
て
下
亀
谷
の
部
落
か
ら
中
ノ
原

。
長
尾
原

。
そ
の
東

に
並
ぶ
淀
原
を
通

っ
て
い
る
農
道
の
幅
員
拡
張

工
事
に
つ
い
て
、
瑞
穂
町
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
瑞
構
町
土
木
課
か
ら
の
遺
跡
の
現
況
変
更
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
、
追

っ
て
同
年
六
現

島
根
県
川
本
農
林
土
木
事
務
所
吉
田
県
営
係
長
ら
の
来
町
が
あ

っ
て
ゝ
同
氏
及
び
瑞
縛
町
高
倉
貫
城
土
木
課
長
と
筆
者
と
が
同
道
し
て
現

地
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
農
面
道
路
工
事
は
単
な
る
幅
員
拡
張

の
み
で
は
な
く
て
、
中
ノ
原
地
内
は
適
路
新
設
予
定

に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
中
ノ
原
の
西
端
か
ら
原

の
中
央
を
横
断
し
て
長
尾
原
西
端
に
達
す
る
長
さ
約
百
米
幅
員
十
米
の
新
設
予
定
地
で
あ
る
。

諸
般

の
事
情
か
ら
ど
う
し
て
も
こ
の
新
設
工
事
を
必
要
と
す
る
旨

の
話
を
聞

い
た
釜
者

は
、
早
速
島
根
屎
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

に
連

絡
し
た
結
果
、
同
委
員
会
で
も
工
事
の
必
要
の
事
情
を
考
慮
さ
れ
、

追

っ
て
筆
者
は
同
委
員
会
か
ら
発
掘
調
査
担
当
の
依
頼

を
受
け
、
中

ノ
原
の
畑

地
の
部
分
六
十
米
の
範
囲
と
そ
の
中

に
含
ま
れ
る
長
尾
原

一
号
古
墳
を
対
象

と
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
入
月
十
六
日
か
ら
同
月

三
十
日
ま
で
の
問
、
消
滅
す
る
遺
跡
の
記
録
保
存
の
た
め
の
事
前
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
連
び
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

調
査
実
施
に
当

っ
て
は
、
調
査
補
助
員
の
御
世
話
を
願

っ
た
島
根
大
学
山
本
清
教
授
を
は
じ
め
と
し
、
地
元
瑞
穂
町
教
育
委
員
会
、
瑞

穂
中
学
校
、
又
連
国
調
査
に
御
賜
力
を
給
わ

っ
た
広
島
県
新
庄
高
等
学
校
講
師
三
上
鎮
博
氏
、
国
所
郵
便
局
員
吉
川
正
氏
等
の
暖
か
い
御

支
援
御
協
力
、
一興
に
は
瑞
縛
中
学
校

生
徒
諸
君
の
献
身
的
な
奉
仕

を
得

て
こ
の
調
査
が
予
期
以
上
の
成
果
を
収
め
て
無
事
終
了
で
き
た
こ

と
に
対
し
て
、
心
か
ら
な
る
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
調
査
団

の
構
成
と
調
査
経
過

発
掘
調
査
は
昭
和
四
十
三
年
八
月
十
六
日
か
ら
同

三
十
回
ま
で
の
予
定
で
開
始

し
た
が
、
予
想
に
反
し
て
遺
跡
地
の
中
央
部
に
は
殆
ん



ど
遺
憶
が
認
め
ら
れ
ず
、
調
査
予
冠
期
間
も
中
葉
に
な
っ
て
東
西
面
端
に
複
雑
な
遺
博
が
検
出
さ
れ
だ
り
、
ヌ
台
廊
や
夕
立
に
な
や
と
さ

れ
て
作
業
は
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
ず
、
結
局
実
際
に
は
九
月
八
日
に
至

っ
て
実
測
の
完
了
を
み
た
。
こ
り
闘
調
査
に
当

っ
た
調
査
団
の

構
成
は
次
の
過
ヶ
で
あ
る
。

調
査責
任者
　　謡
聯
期
鐘鵬
妍
僻
孵
拗
蝕
鶏
　　　
羽
　
　
脇
　　
俊
　
　
彦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

調
　
査
　
員
　　
駆
撼
肺
鋭敗
好
儒
踏
鮮
敵歎
輸
・　
東
　
　
森
　　
市
　
　
良
　
　
　
　
・　
　
　
　
．
，
・

調
査
補
助
員
　
　
島
根
大
学
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
　
島

同
　
　
　
　
　
　
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
　
　
山

同
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ハ
　
　
道

調
査
協
力
者
　
　
広
島
県
新
庄
高
等
学
校
講
師
　
　
　
一二
　
　
上

田
所
郵
便
局
員
　
　
　
　
　
　
　
　
士
田
　
　
川

．
　

島
根
県
立
松
圧
工
業
高
等
学
校
生
徒
内
　
　
閣

島
根
県
立
浜
田
高
等
学
校
生
徒
　
　
川

・　
原

瑞
穂
中
学
校
第

二
学
年
生
徒

調
査
の
実
際
に
当
っ
て
の
主
要
な
内
套
分
担
は
大
徳
次
の
通
り
で
あ
る
。

各
ト
レ
ン
サ
碇
ク
ン
ョ
ン
実
制
　
　
　
　
　
東
森

。
前
島

ｏ
横
Ш

ｏ
宍
道

・
吉
川

ｏ
内
田

土
琢

墓

突

測
　
　
　
ウ　
　
　
　
　
　
　
東
森

，
横
山

・
宍
道

。
川
原

。
内
閣

竪
え
遺
構
及
び
曲
端
特
殊
遺
構
実
測
　
　
　
門
脇

・
吉
川

地
形
測
量
及
び
各
種
位
置
レ
ベ
ル
　
　
　
　
前
島

６
横
山

ｏ
宍
道

和 律  鎮 軍 純 己

人 雄 正 博 年 夫 基
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写
　
真
・
撮
・
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
脇

ａ
宍
道

遺
物
及
び
実‥
削
図
類
整
理

。
報
告
書
執
筆
　
刊
協

そ
の
他
の
全
て
の
仕
事
に
は
調
査
団
員
全
賞
で
こ
れ
に
あ
た
っ
た
。

調
査
の
経
過
の
概
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

３
月
“
日
　
午
後

一
時
調
査
団
員
集
結
　
　
問
脇

ｏ
前

島

・
横

仙

ｏ
宍
道

人
大
に
よ
る
地
表
面
の
除
草
作
業
に
併
せ
、
錦

一
次
ト
レ
ン
チ
位
置

の
設
定
を
行
な
う
。
道
路
予
定
地
側
線
を
基
準
に
し
て
幅
三
米
の

ト

レ
ン
チ
を
両
端

に
設
定

し
、
北
側
を
第

一
ト

レ
ン
チ
南
倒
を
第

ニ
ト

レ
ン
テ
と
す
る
。
更

に
西
よ
り
五
米
ず
つ
の
区
劃
を
そ
れ
ぞ
れ

一
米
幅
の
ア
ゼ
を
お
い
て
各
四
区
劃
設
け
、
ぬ
側
よ
り

一
～
四
区
と
し
、
中
央

に
四
米
の
幅
を
残
す
。
又
こ
れ
等
の
西
側
に
二
米
×
八

・
五
米
の
第

三
ト

レ
ン
チ
を
お
く
。

３
月

‐７
日
　
　
問
脇

・
東
森

。
前
島

。
横
山

・
宍
道

第

一
ト

レ
ン
テ
各
区
及
び
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
。
第

一
ト
レ
ツ
チ
を
地
山
上
面
ま
で
掘
り
下
げ
た
結
果
、　
一
区
の
南
壁
に
接
し
て
小

判
形
の
墓
原
様
ピ
ッ
ト
を
検
出
す
る
。
第

三
ト
レ
ン
チ
も
地
山
ま
て

一
応
下
げ
た
が
、
中
央
附
近
は
地
山
面
が
下
降
す
る
よ
う
で
ぁ
る
。

土
師
器
片

ｏ
須
悪
器
片
を
各
所
で
採
集
す
る
。
今
日
か
ら
地
形
測
量
開
始
。

８
月
‐８
相
　
　
劇
協

・
項
森

一
前
島

！〓壌
担

。
ズ
道

一鎖箸射片レ包ン含チ！．割却鵡．的購「・孵劫中心一｝一昨靡」一筆鳴帥″鞠一出”検ン暗『鞠“鞠ツ張嶋鞠∵醇位二欝一〕”一牽【拗％

ヽ
近
く
か
ら
ま
と
ま
っ
て
土
師
器
片
の
出
土
を
み
ち
。
繁
三
ト
ラ
ン
テ
を
西
に
拡
張
し
地
山
面
ま
で
掘
ヶ
下
げ
る
。
角
恵
器
片

・
古
式
土

師
器
片
の
出
土
あ
り
。
地
形
測
量
統
行
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
・す．‥

８
月
‐９
日
　
　
関
脇

。
東
森

。
前
島

”
横
曲
ｏ
宍
道
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第

一
ト
レ
ウ
チ
・と
第
ニ
ト

レ
ン
チ
の
間

に
あ
る
幅
猥
′米
の
未
発
掘
地
に
第

一
ト
レ
ン
チ
ょ
り
幅

一
米
の
ア
ゼ
を
残
し
て
二
・
五
米
幅
の

ト

レ
ウ
チ
を
設
定
し
て
第

四
ト
レ
ン
チ
と
名
付
け
、
西
側
よ
つ
五
米
ず
つ
幅

一
米
の
ア
ゼ
セ
残
し
て
四
区
を
設
け
て

一
区
～
四
区
と
す

ち
ゃ
、第
二
小
レ
ン
テ

一
区

二
区
清
掃
。
雑

二
■

レ
ン
ォ
三
区
Ⅱ
匹
及
び
第
四
小
レ
ン
チ
各
区
の
発
掘
「
第

一
ト
レ
ン
テ

一
区
～
四
区
南

北
各
駐
セ
ク
シ

ョ
ン
の
実
測
。
第
ニ
ド
レ
ン
テ

一
区
に
夜
出
さ
れ
た
須
恵
端
叶
咆
含
黒
土
層
は
４
廻
朴
レ
ン
チ

一
区
に
∫
拡
が
っ
て
い

る
こ
と

・を
確
認
す
る
。
第
四
ド
レ
ィ
ォ
子
区‥
薙
螢
附
と
洋
り
崎
而
刃
蔽
製
石

‐
斧
が
出
土
す
る
。

・地
形
測
量
完
了
。

，８月
２。
日
　
　
間
脇

。
東
森

，
前
島

ｏ
横
山

・
宍
道

第

一
第
二
第

四
各
ト
レ
ン
チ
を
束
に
延
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
幅

一
米
の
ア
ゼ
を
残
し
て
長
さ
五
米
ず
つ
の
区
劃
を
各

四
ヶ
所
設
け
、
い
ず

れ
も
内
側
か
ら
五
区
～
八
区
と
す
る
。
第
ニ
ト
レ
ン
チ
ニ
区
三
区
及
び
第
四
ト
レ
レ
チ

三
区
の
各
床
面
清
掃
。
第

〓
ト
レ
ツ
チ

一
区
よ

り
検
出
さ
れ
た
墓
広
様
の
小
判
形
ビ
ツ
ト
の
掘
り
下
げ
を
行
な
う
。
第

ニ
ト

レ
ン
チ
第
四
小

レ
ン
チ
各
二
区
に
検
出
さ
れ
て
い
る
須
恵

器
包
含
黒
土
層
の
搬
り
下
げ
を
す
る
。
第
ニ
ト
レ
ン
チ

一
区
～
四
区
及
び
携
四
４
ヤ
ツ
チ

一
区
～
∬
区
各
南
壁
セ
ク
ン

ョ
ン
の
実
測
。

第
三
ト
レ
ン
チ
西
側
に
あ
る
三
個
０
灰
屋
跡
が
長
躍
原

一
号
墳
の
石
室
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
い

′る
可
能
性
が
あ
る
の
で
こ
の
灰
屋

跡
の
実
測
を
行
な
う
。

３
月
２‐
口
　
　
門
脇

。
東
森

。
前
島

″
横
山

ｏ
宍
道

第

一
ト
レ
ン
チ

一
区
の
小
判
形
ビ
ッ
ト
の
実
測
を
開
始
す
る
。
第

ニ
ト
レ
ン
チ

一
区
と
第
四
ト
レ
ン
テ

一
区
の
間
の
ア
ゼ
を
除
去
し
、

須
恵
器
片
包
含
黒
土
層
を
結
ん
で
そ
の
拍
り
下
げ
を
行
な
い
須
恵
器
片
の
散
布
情
況
の
実
測
を
開
始
す
る
。
縮

一
第
二
第
四
各
ト

レ
ン

チ
の

一
区
及
び
二
区
の
東
壁
セ
ク
ン
ョ
ン
の
実
測
。
第

ニ
ト
レ
ン
チ
ニ
区
に
検
出
さ
れ
だ
土
師
器
片
を
伴
う
墓
拡
様
ビ
ッ
ト
の
掘
り
下

げ
を
開
始
す
る
。
灰
墜
跡
の
実
測
続
行
。
本
国
は
道
路
掃
除
の
た
め
人
夫
は

一
人
も
出
す
。
又
不
日
は
午
後
夕
立
が
あ
っ
て
し
ば
し
ば

作
業
の
中
断
を
み
る
。

３
月
２２
日
　
　
・閂
脇

。
東
森

わ
前
島

ｏ
横
出

ｏ
矢
道
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二 月 ら 米 の 第 月 第 卜 第 い 全 第 月 作 ゼ す 石 第
つ 25雨 の 各 二 24四 レ 三 て 部 -26製 の る を 二
の 日 足 第 ト ト ロ ト ン ト は の 卜 国

°
除

°
取 ト

跡 F弓 く レ チ テ 門 チ 区 チ の ま チ 東  始 須 げ チ
の 脇 な ン 八 八 脇 二 と 西 掘 で 五 森  め 恵 て 五
石 。 リ チ 区 区 "区 第 拡 り の 区 。  る 器 ビ 区
材 前

｀
を の の 東 の 四 張 下 掘 ∫ 前

°
包 ツ ;

を 島 各 設 兵 発 森 間 卜 区 げ り 八 島  第 含 卜 七
除 。 卜 定 側 例 ヽ の レ 第 に 下 区 ・  三 黒 の 区
去 横 レ し た を 前 ア ン ニ も げ 及 横  卜 土 笑 及
し 山 ノ て 一 続 島 ゼ チ 灰 か を び 山  レ 層 測 び｀ 。 チ 発 沐 行 。 を 二 屋 か 碁 第 ・  ン は 完 第
第 宍 共 掘 の す 横 そ 区 跡 わ 完 二 宍  チ 第 了 四

灰  が 五 レ レ  レ チ レ ー 地 レ

屋  歯 ト ノ ン  ン ニ ン 米 山 ン

三 道 水 を ア る 山 れ の 服 ら 了 卜 道
卜  溜 開 ゼ ° つ ぞ 問 面 ず す レ
レ  リ 始 を 土 宍 れ 。 の な る ン
ン  が す 残 師 道 除 第 掘 お

° チ
チ  ひ る し 器  去 三 り 黒 第 八

西  ど
° て 片  す 卜 下 土 二 区

拡  く 第 第 を  る レ げ´層 卜 及
張  ｀

一 ― 包  ° ン 続 の レ び
区  作 第 卜 含   テ 行 堆 ン 第
の  業 ニ レ す   二 °

積 チ 四
全  の 第 ン る   区 第 が 八 ト

面  継 四 テ 黒   三 二 続 区 レ

発  続 各 北 土   区 卜 き に ン

掘  不 卜 壁 層   FFIEレ ｀
お チ

を  能 レ 延 は   。 ン こ い 七

開  と ン 長 更   第 チ の て 区
始  な テ と に   四 一 黒 は 八

す  つ の 第 東   卜 区 土 特 区
る  た 三 二 に   レ ニ 層 に の
°  た 区 卜 延 ´  ン 区 に 地 発

め 原 レ び
午 壁 ン て
後 の チ い
は セ 南 る
調 ク 駐 様
査 ラ 延 子
を  ヨ 長 な
う ン の の

ち 実 間 で

き 預1 い  ｀

る  ° つ 第
° 十 ば す

― い 第
時 に 二

頃 幅 第
か  三二 四

チ 問 は 山 据
二 。 多 の を
区 第 数 傾 行
三 四 の 斜 な
区 卜 土 が い

問 レ 師 著  ｀

。 ン 器 る 最
第 テ 片 し 初
一 ― の く 予
卜 区 包  ｀

定
レ ニ 含 そ し
ン 区 が の た
チ 問 み 東 ト
ニ  。 ら 端 レ

区 第 れ に ン

と 二 る お チ

ー 8-

去  こ リ ツ

を の あ ン

西 二  ° ト
拡 卜 第 レ

張  レ 再  ン

区 ン ト チ

第 テ レ 五
二 及 ン 区
灰 び チ 六
屋 第 一 区
跡 四 区 の
の  卜 と 発
床 レ 第 掘
面 ン 四  °

の チ ト 第
擁 の レ ー
り 各 ン

下 三  チ
げ 区 ―  ン

を に 区 チ

始 も に 一
め 及 連 区
る ん な の
°

で る 小
調 い 須 判

査 る 恵 形
区 模 器 ビ

域 様 片 ノ

全 な 散 ト
域 の 布 内
の で 情 に
ト ー 況

´
落

レ 区 の ち
ン ニ 実 込
チ 区 測 ん
配 間 を で

置 の 完 い
図 ア 了 た

ド

レ

第
五
ト
レ

チ

の

発
掘
統
行

西
墜
治

い



二
つ
の
灰
屋
跡
の
石
材
を
除
去
し
、
第

ニ
ト
レ
ン
チ
西
拡
張
区
の
全
面
発
掘
を
開
始
す
る
。
第
五
ト
レ
ン
テ
の
発
掘
続
行
。
西
壁
治

い

一　
　
，　
　
　
　
　
　
妍
清
掃
を
始
め
た
が
、
目
撚
傾
斜
面
に
住
居
跡
ら

，
子
ど
ン
ト
の

一

に
土
飩
器
片
多
数
の
検
出
を
み
る
。
第

…四
ト

レ
ン
テ
八
区
の
床
面
　
　
　
　
　
　
　
・
　

「

部
を
確
認
す
る
「
強
お
こ
の
遺
疇

は
他
ゲ
住
居
げ

の

一
部
を
破
壊
し
て
作
ヶ
れ
て，
い
る
よ
う
‘
ぁ
ヶ
ヽ
複
缶
遺
待
の
様
相
を
呈
し
て
、い

る
。
第

一
第
二
第
四
各
ト
レ
ン
チ
四
区
ヽ
七
区
の
各
東
壁

セ
ク
シ
ョ
ン
実
測
。
第

一
ト
レ
ン
チ
五
区
十
八
区
北
壁
セ
ツ
ン
ョ
ツ
実
測
。

８
月
２６
巨
　
　
門
脇

。
前
島

ｏ
横
山

ｏ
宍
道
　
　
　
　
　
　
　
′

第
≧
ト
レ
ン
チ
及
び
同
西
拡
張
区
の
翻
り
下
げ
は
碁
地
山
面
に
達
す
る
。
地
山
面
上
に
溶
壁
を
も
つ
円
形
の
炉
状
時
造
物
を
検
出
す
る
。

更
に
拡
張
区
西
壁
附
近
に
は
附
礫
群
が
認
め
ら
れ
る
。
Я
恵
器
片
及
♪
土
師
器
片
め
出
上
を
み
る
。
第

一
ト
レ
ン
チ
ニ
区
か
ら
第
四
ト

レ
ン
チ
ニ
区
に
み
け
て
検
出
さ
れ
た
墓
拡
様
の
沐
判
形
ビ
ツ
ト
の
掬
り
下
げ
を
始
め
る
。
第
一
ト
メ

ン
テ
０
発
″
を
継
続
ル
多
数

の
生

師
器
片
を
検
出
す
る
。
第

一
４
レ
ン
テ
五
区
～
八
区
つ
南
壁
及
び
霧
四
ド
レ
ン
チ
五
区
～
八
区
の
南
壁
及
び
第
二
朴
レ
ン
チ
八
区
の
北

壁
の
各
セ
ク
ン
ョ
ン
の
実
測
ゃ
第

一
第
二
第
四
ト
レ
ン
チ
各
八
区
間
の
ア
ゼ
セ
除
去
し
い
床
面
の
清
掃
を
し
た
結
果
、
二
基
の
竪
穴
遺

構
が
複
合
し
た
形
態
で
保
存
さ
れ
で
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

８
月
２７
日
　
　
門
脇

“
前
島

・
横
山

。
宍
道
　
　
　
　
　
　
　
　
一

第
三
ト
レ
ン
チ
西
拡
張
区
中
の
第

一
灰
離
跡
石
材
除
去
後
‥

に
灰
屋
跡
】と
は
無
欄
係
と
思
わ
れ
る
石
列
が
確
認
さ
れ
た
が
、
こ
の
石
列
夢

機
穴
式
石
室
の
破
頼
羨
都
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
に
そ
の
石
列
の
実
測
を
す
る
。
夏
に
こ
０
西
拡
張
区
の
全
面
清
掃
を
開
発
す
る
。

第

一
第
二
第
四
ド

レ
ン
チ
各
八
区
東
壁
セ
ク
ノ
ョ
／
の
実
測
。
第

一
第
二
第
四
各
ト
レ
ン
チ
八
区
と
第
五
ト
レ
ン
チ
間
の
ア
ゼ
を
除
去

し
、
竪
．穴
遼
構
の
発
携
と
清
掃
を
開
始
す
る
。
第
ニ
ト
レ
ン
チ
ニ
区
に
検
出
さ
れ
た
土
師
器
片
を
伴
う
墓
広
状
ビ
ッ
ト
の
清
掃
と
実
測

を
灯
了
。
第

一
ト
レ
ン
チ
二
一区
か
ら
第
四
ト
レ
ツ
チ
ニ
区
に
か
け
て
検
脇
さ
れ
た
墓
拡
様
小
判
形
ビ
ッ
ト
の
清
掃
及
び
実
測
を
完
了
す

スつ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

８
月

２８

国
　

　

門

脇

ｏ
前

島

ｏ
横

抽

一
宍

道

東
鉗
の
複
合
竪
穴
遺
構
の
清
掃
を
統
行
し
、
竪
穴
の
東
壁
と
思
あ
・れ
る
碁
南
北
年
走
る
つ
き
か
た
め
た
帯
状
の
粘
上
を
確
認
す
ち
「
西
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側
の
炉
状
構
と
を
も

つ
遺
構
の
床
面
の
清
掃

を
続
行
す
る
。
東
側
上
段

ょ
り
こ
の
遺
簿
に
注
ぐ
水
路
を
確
認
し
、
そ
の
水
路

の
下
端
に

は
水
溜
躯

が
許
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
床
面
か
ら
は
多
数

つ
須
恵
器
片

と
鉄
滓
が
検
出
さ
れ
、
須
恵
器
を
伴
う
鍛
治
屋
跡

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

８
月
２９
日
　
　
間
脇

。
前
島

・
横

山

ｏ
宍
道

合
風
が
毅
来
し
一象
雨
。
ト

レ
ン
チ
及
び
検
出
遺
構
の
内
部

に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
作
業
を
中
止
し
、
旅
館

に
て
記
録
の
整
理
や

遺
跡

に
つ
い
て
の
検
討

を
行
な
う
。

３
月
側
日
　
　
門
腸

・
揃
島

・
横

山

。
宍
道

東
針

ら
竪
穴
遊
脩

の
清
・掃
を
完
了
す
る
。
西
側

の
古
代
鍛
治
屋
跡

と
思
わ
れ
る
浅
能
の
清
掃
を
統
行

・
し
て
鉄
滓
の
溜
場
を
確
認
す
る
。

文
鉄
滓
川
砂
利
中

に
須
恵
器
片

の
混
在
が
認
め
ら
れ
た
。

８
月

「

口
　

　

門

脇

。
前

島

。
横

山

ｏ
宍

道

西
側
遺
膳
の
清
掃
続
行
。
第
ニ
ト
レ
ン
チ
五
区
～
入
区
及
び
第
五
ト
ン
ン
チ
の
各
南
壁
セ
ク
ン
ョ
ン
の
実
測
。
ト
レ
ン
チ
位
置
図
の
補

足
及
び
各
実
測
基
点
の
レ
ベ
ル
の
確
認
。
東
側
竪
穴
遠
構
の
実
測
を
開
始
す
る
。

９
月
１
日
　
　
門
協

西
側
の
鍛
治
屋
跡
ら
し
き
遺
構
に
注
ぐ
水
路
の
東
端
部
の
確
認
の
た
め
の
作
業
を
続
け
完
了
す
る
。
東
側
の
竪
穴
遺
構
の
実
測
を
継
統

す
る
。

９
月
２
日
～
５
日
　
　
門
脇

東
針
竪
穴
遺
構
の
実
測
を
継
続
し
完
了
す
る
。

９
月
４
日
～
８
日
　
　
間
脇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

西
側
の
鍛
治
屋
跡
と
思
わ
れ
る
特
殊
遺
構
の
実
測
を
す
る
。
八
日
の
夕
方
に
至

っ
て
実
対
を
完
了
。
土
器
片
等
の
迫
物
の
取
り
上
げ
を
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西

側

の

錫

治

屋

動

と

に

た

加

猛

架

蒻

遥

祥

互

夢

狽

ぉ

Ｅ

晃

　

．′

Ｆ

η

ぢ

つ

‘

‥

　

一

ξ

記

ッ

τ

．

．　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑ヽ

終
え
て
調
査
の
一
応
の
終
結
と
す
る
。
こ
の
問
若
川
正
氏
の
来
援
が
あ

，
た
と
は
い
ぇ
、
大
部
分
は
筆
者

一
人
で
の
調
査
で
あ
り
、
加

え
て
既

に
二
学
瑚
も
始
ま
っ
て
ホ
る
関
係
士
授
業
の
合
間
を
縫

っ
て
の
計
含
で
ぁ
っ
た
た
め
に
予
悪
以
上
の
時
間
を
費
し
た
。

調
査
励
力
者
諸
氏
の
来
援
は
不
定
期
で
ぁ
っ
た
た
め
に
、
前
述
の
調
査
経
過
の
記
載
の
中
で
は
そ
の
氏
名
を
割
愛
さ
し
て
頂
い
た
が
、

調
査
の
全
日
程
を
順
調
に
す
す
め
な
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
一ひ
と
え
に
協
力
者
の
方
々
の
御
尽
力
の
賜
も
の
で
ぁ
っ
た
ｔ
と
を
銘
記
し
て

お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
・

三

、
遺

跡

の

概

況

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今
回
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
長
尾
原
遺
豚
中
０
中
ノ
原
段
丘
は
、
極
め
て
早
い
時
期
に
段
丘
面
の
畑
地
化
が

す
す
か
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
だ
け
に
重
機
に
よ
る
大
規
模
な
遺
構
の
破
壊
は
恐
ら
く
免
が
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
だ
け
に
又
長
期
刺
の
耕
作
が
行
な
わ
れ
た
関
係
上
人
力
に
よ
る
部
分
的
な
破
壊
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
当
然
予
縛
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
発
掘
の
結
果
で
は
こ

ゅ
予
審
は
的
坤
し
て
お
り
、
か
な
り
の
遺
構
の
検
出
が
み
ら
れ
た
反
面
そ
の
多
く
が
あ
る
程
度
の
破
額
を

髯
け
て
い
た
。
殊
に
長
芋
の
作
．付
が
広
範
囲
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
う
に
か
な
り
の
深
部
ま
で
掘
り
返
さ
れ
て
い
て
、
遺
構
の
形

成
さ
れ
た
当
時
の
地
山
面
の
破
伊
は
そ
う
と
う
に
ひ
ど
い
も
の
で
ぁ
っ
た
と
い
ぇ
そ
ぅ
で
ぁ
る
。
中
で
も
段
丘
甲
央
都
精
東
寄
り
の
破
損

は
ひ
ど
ぐ
、
後
述
す
な
と
こ
ろ
で
は
ぁ
る
が
幾

つ
か
の
一遺
構
が
畑
耕
作

の
た
め
に
消
滅
し
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え

思
わ

れ
ぃな
」

が
と

，
あ
れ
、
発
掘

の
結
果
判
明
し
た
発
掘
地
点

の
地
勢

に
つ
い
て
み
る
と
、
西
側
の
段
丘
錘
頂
か
ら
約
入
米
凍
寄
り
の
位
置
ょ

り
東
に
約
三
十
七
米
の
間
は
多
少
の
凹
凸
は
あ
る
と
は
い
ぇ
碁
水
平
な
地
山
ａ
を
も
ち
、
そ
こ
か
ら
更

に
凍

へ
杓
十
米
の
間
は
東
に
鞭
ぐ

五
分
ノ

一
勾
配
の
傾
斜
を
も
ち
、
そ
の
点
か
ら
地
山
は
崖
を
成
し
て
東
側
の
小
谷

へ
落
ち
込
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
小
谷
に
は
長
期

間
の
土
♭
ら
堆
積
が
か

っ
た
ら
し
く
、
段
丘
を
帯
成
し
て
い
る
黄
橋
色
を
呈
す
る
古

い
地
山
の
上
面
に
い
頂
度
東
側
の
崖
頂
の
辺
の
高
さ
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ま
で
黒
色
を
呈
す
る
自
然
堆
積
土
が
積

っ
て
お
り
、
こ
の
自
然
堆
積
土
と
古
い
黄
掘
色
の
地
仙
と
の
両
方
に
ベ
ー
ス
を
か
け
て
竪
穴
遺
構

が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
地
山
上
面
の
堆
積
上
の
様
子
に
つ
い
て
み
る
と
ぃ
遺
結
の
認
め
ら
れ
な
い
位
置
に
お
い
て
は
地
山
の
十
面
に
す
ぐ

耕
土
層
が
乗

っ
て
い
る
が
い
遺
構
の
あ
る
位
置
で
は
必
ず
造
構
上
面
に
幾

ら
か
の
厚
み
を
も
つ
黒
土
層
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
上
に
耕
土
層

が
あ
る
。
耕
土
層
の
厚
さ
は
地
曲
面
が
荒
さ
れ
て
い
る
た
め
に
凹
凸
が
は
げ
し
い
が
、
三
十
糎
～
四
十
糎
を
普
通
と
し
、
東
側
の
丘
端
附

近
で
は
六
十
糎
を
計
る
程

に
厚
く
な
っ
て
い
る
。
ヌ
段
丘
の
西
端
郡
に
お
い
て
は
段
丘
崖
預
よ
り
約
八
米
の
間
発
楯
地
点
を
中
心
に
南
北

に
約
二
十
米
の
幅
で
明
ら
か
に
割
り
取
ら
れ
た
跡
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
部
分
だ
け
段
を
成
し
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
事
情
の

も
と
に
い
つ
頃
削
ら
れ
た
も
の
か
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
た
い
が
―
ど
う
や
ら
長
尾
原

一
号
墳
は
こ
の
低
い
位
置
に
構
築
さ
れ
て
あ

っ
た

ら
し
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
位
置
の
削
り
取
ら
れ
た
時
期
は
古
墳
築
造
以
前
の
極
め
て
古
い
こ
と
の
ょ
ぅ
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

発
掘

に
よ

っ
て
判
明
し
た
遺
構
は
暑
四
つ
の
グ
ル
ー
ブ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
ぁ
る
。
そ
の
第

一
は
丘
の
中
央
稀
西
寄
り
に

み
ら
れ
る
須
恵
器
包
含
層
と
土
広
墓
群
で
あ
り
、
第

二
は
発
翔
地
点
の
東
端
で
検
出
さ
れ
た
塁
丈
耕
で
ぁ
る
。
そ
し
て
第
三
に
は
発
搬
地

点
西
端
で
検
出
さ
れ
た
特
殊
遺
構
が
あ
げ
ら
れ
、
第
四
に
丘
の
中
央
稀
束
寄
り
の
遺
構
消
滅
地
帯
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば

長
尾
原

一
号
墳
は

一
体
ど
ぅ
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
「
以
下
長
尾
原

一
号
墳
の
実
態
と
各
遺
構
群
の
様
子
と
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

■
　
長
尾
原

一
号
墳
に
つ
い
て

長
尾
原

一
号
墳

に
つ
い
て
は
二
つ
の
語
り
伝
え
が
あ
る
こ
と
を
今
回
の
調
査
で
は
じ
め
て
知

っ
た
。
今
回
の
調
査
区
域
の
西
端
に
は
二

つ
の
灰
屋
跡
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
南
側
の
周
翻
に
封
土
状
の
盛
土
の
あ
る
も
の
が
古
墳
で
あ
る
と
い
う
伝
え
と
古
墳
は
免
全
に
破

壊
し
て
二
つ
の
灰
屋
を
新
し
く
作

っ
た
と
い
う
伝
え
の
二
つ
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
ま
で
の
間
に
聞
い
て
い
た
も
の
は
前
者
で
あ

り
、
文
以
前
に
踏
査
し
た
際

に
も

茅
に
覆
わ
れ
て
い
て
細
部
ま
で
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
と
盛
土
に
目
を
う
ば
わ
れ
て
信
じ
て
い
た
こ

と
と
が
手
伝

っ
て
、
灰
屋
の
石
積
み
を
横
穴
式
石
室
の
側
壁
と
見
誤

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
今
度
の
発
掘
に
よ
，，
て
後
者
の
伝
え
が

正
し
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
石
積
の
間
に
は
焼
け
た
上
が
こ
び

，
つ
き
、
石
自
体
も
焼
け
て
い
て
こ
の
石
窒
が
灰
屋
に
使
わ
れ
て
い
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長
尾
原

一
号
墳

に
つ
い
て
は

二
つ
の
話
り
伝
え
が
あ
る
こ
と
を
今
回
の
調
査
で
は
じ
め
て
知

っ
た
。
今
回
の
調
査
区
域
の
西
端
に
は
〓

つ
？
灰
屋
跡
が
　

ヽ
あ
っ
た
が
、
そ
つ
朽
ち
の
痛
判
め
周
掘
に
封
土
状
の
盛
上
の
あ
る
も
の
が
古
墳
で
あ
る
と
い
う
伝
え

と
古
墳
は
完
全
に
破

壊
し
て
二
つ
の
灰
屋
を
新
し
く
作

っ
た
と
ホ
う
・伝
文
つ
二
つ
が
そ
れ
で
あ
る

。
今
回
の
詢
益
ま
で
の
間
に
聞
い
て
い
た
も
の
は
前
者
で
あ

ヶ
〔
又
以
前
に
踏
査

，
た
際
に
も
茅
に
覆
か
れ
て
卜
て
細
訃
ま
て
は
わ
力、
ら
な
か

っ
た
こ
と
と
盛
土
に
目
を
う
ば
一わ
れ
て
仁
じ
て

い
た
こ

」
！
が
千
伝
っ
て
、

叡
岳ヽ
の
浄
積
必

‐を
譲
々
式
お
と
つ
＝
基
ど
兄
誨
Ｐ
て
Ｌ
ど
の
で
一協
ち
。
占
一
一
堰

，
域
立
一
．二
↓
＜
粋
者
の
上
立
が

正
し
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
石
積
の
間
に
は
焼
け
た
土
が
こ
び

，
つ
き
、
石
‐自
体
ヽ
焼
け
て
い
て
と
の
石
室Ｆ
が
灰
屋
．に
使
わ
れ
て
い

・
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た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
と
な

っ
た
し
、
又
石
組
自
体

の
博
造
も
横
穴
式
石
室
の
そ
れ
と
は
異

っ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
調
査
に

当

っ
て
は
灰
屋
跡
の
石
壁
を
充
分

に
検
討
し
、

そ
の
石
材
を
注
意
深
く
除
芸
し
て
、
そ
の
跡

に
灰
屋
跡
と
は
無
関
係
と
思
わ
れ

る
石
列
も

検
出
し
た
が
、
そ
れ
と
て
も
横
穴
式
石
室
の
残
存
部

と
い
う

に
は
信
頼
性
を
久
く
も
め
で
あ
り
、
結
局
古
墳
の
残
部
を
正
確
に
認
あ

る
こ

と
は
で
き
な
か

っ
た
「
だ
が
古
老
の
話
に
よ
る
と
こ
の
二
つ
の
灰
屋
が
作
ら
れ
た
の
は
明
治

の
頃
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
確
か
に
横
穴
式

石
室
が
存
在
し
て
い
た
し
、

こ
の
地
点
の
小
範
囲
の
地
目
は
切
図
で
は
墓
地

に
な
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
段
丘
に
は
元
来
大
き
な
石
材

の
存
在

が
認
め
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
周
辺
に
は
多
く

の
石
材
が
こ
ろ
が

っ
て
お
り
、
灰
屋
の
石
に
し
て
も
古
墳

に
使
用
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
石
材
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
又
発
掘
中

に
は
耕
土
に
ま
じ

っ
て
鉄
鏃
片
と
刀
子
片
が
出
上
し
て
い
て
古
墳
の
副
葬

品
の
残
片
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
更

に
二
号
墳
以
下
の
古
墳
は
遺
物
を
も
含
め
て
現
存

し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
推
し
て
、
ユ

っ
て
存
在
し

て
い
た
横
穴
式
石
室
を
破
壊
し
て
そ
の
石
材
を
用
い
て
灰
屋
を
時
築
し
た
で
あ
る
う
こ
と
は
信
用
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
長
尾
原

一
号

墳
は
完
全
な
消
旗
古
墳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

２
．

須
恵
器
姿
片
包
含
黒
土
層
と
土
躯
墓
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

遺
跡
の
中
央
精
西
寄
り
の
地
点

（
第

一
第

二
第
三
各
ト

レ
ン
チ
の

一
区

二
区
内
）

で
は
三
穴
の
土
返
墓
よ
り
な
る
と
燃
基
群
と
須
恵
社

鶏

〓
片
包
含
層

セ
が
検
出
さ
れ
、

ヽ
他
の
地
点
と
は
異

っ
た
遺
構
群
セ
形
成
し
て
い
た
。

ア
、
須
恵
器
襲
片
包
含
黒
土
層

第

二
及
び
第
四
ト
レ
ン
チ
の
各

一
区

と

一
区
二
区
問

の
ア
ゼ
下

に
散
布
し
て
い
た
須
恵
器
甕
片
を
包
含
す
る
黒
・土
層
で
あ
る
が
ぃ
そ

の
一

分
布
範
囲
は
南
北
三

。
四
米
東
西
約
三
米
を
計
る
こ
と
が
で
き
、
土
器
片

の
散
布
密
度
は
均

一
的
で
は
な
く
て
そ
の
南
内
端
の
七
ｉ
糎
四

方
が
最
も
密

に
散
布
し
て
お
り
、
次
が
束
北
端
の
精
密
な
散
布
で
他
は
数
的

に
稀
薄
で
あ
り
、
包
含
層
が
地
表
に
近
い
た
め
に
攪
乱
さ
れ

た
痕
跡
も
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
か
と
い
っ
て
全
面
的
な
角
乱
と
も
い
い
切
れ
ず
、
や
な
り
出
土
状
態
の
示
す
土
器
片

の
二
つ
の

中
心
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
写
真
生
）
包
含
層
は
地
表
面
か
ら
十
五
糎
～
二
十
糎
の
比
較
的
浅
い
と
こ
ろ
に
あ



り
、
包
含
層
の
厚
み
は
十
三
糎
ぐ
ら
い
で
地
れ
面
に
達

っ
す
る
が
、
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
須
恵
器
片
は
い
ず
れ
も
青
海
波
文
を
も
つ
大
形

の
甕
片
で
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
更

に
こ
れ
等
の
須
恵
器
片
は

一
個
体
分
で
は
な
く
数
個
林
分
の
破
片
の
よ
う
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
器
の
形
態
は
長
象
の
発
の
よ
う
で
ぁ
り
、
そ
の
頚
の
部
分
に
は
波
状
沈
線
文
が
　

‐
に
ぎ
や
め
に
枷
こ
さ
れ
て
い
％
。
こ

れ
等
の
経
の
時
肝
に
つ
い
て
み
る
と
、
と
の
ｉ
海
破
の
形
態
等
か
ら
み
て
須
恵
器
と
し
て
は
比
較
的
新
し
い
式
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
こ
の
須
恵
器
片
の
存
在
の
意
味
に
つ
い
て
で
ぁ
る
が
そ
れ
に
は
様
々
の
場
合
が
考
え
ぢ
れ
る
。
先
ず
何
等
か
の
事
由
に
よ
っ
て
大

発
を
こ
の
地
点
に
捨
て
た
と
す
る
二
次
的
移
動
の
考
え
方
で
ぁ
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
破
片
は
も
っ
と
密
に
厚
く
散
布
し
て
い
た

方
が
自
然
で
ぁ
り
、
実
際
の
Ｂ
土
状
態
か
ら
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
不
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
す
れ
ば
こ
の
須
恵
器
片
は
初

原
的
に
こ
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
更
に
三
つ
の
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

一
つ
は
当
時
の

人
々
の
生
き
た
生
活
の
中
で
何
等
か
の
役
割
を
も

っ
て
こ
こ
に
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
他
の

一
つ
は
埋
葬
施
設
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
こ
と
、
一史
に
今

一
つ
は
祭
杷
的
意
味
で
ぁ
る
。
第

一
の
生
活
の
場
で
の
使
用
に
つ
い
て
み
る
と
、
少
な
く
と
も
土
器
片
の
出
土

状
態
や
周
囲
の
情
況
か
ら
考
え
て
、
こ
の
ｔ
と
を
肯
定
す
る
こ
と
は
先
ず
無
理
の
よ
う
で
ぁ
る
。
周
囲
の
状
態
を
み
る
と
卜
あ
た
か
も
こ

の
上
器
片
を
取
り
囲
む
よ
う
な
状
態
で
三
つ
の
墓
躯
様
の
土
拡
が
並
ん
で
お
り
周
囲
は
正
に
当
代
の
墓
地
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
こ
の
土
器
片
も
埋
葬
施
設
と
み
る
の
は

一
応
不
自
撚
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
に
先
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
須
恵
器
甕
棺
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
上
に
あ
る
耕
土
及
び
黒
土
層
の
薄
み
、
更
に
は
土
器
ナ
の
複
原
形
が
少
な
く
と
も
数
個
体
に
な
る
こ
と
と
分
布
面
積
の
関
係

等
か
ら
推
し
て
そ
の
可
能
性
は
ま
す
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
′須

恵
器
床
の
如
き
構
造
は
ど
う
か
と
い
う
に
、
も
し
そ
ぅ
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
如
何

に
部
分
的
な
攪
乱
を
受
け
て
い
る
と
は
い
ぇ
そ
こ
に
は
そ
れ
な
り
の
何
等
か
の
形
態
を
止
め
て
い
て
も
ょ
さ
そ
ぅ

な
も
の
で
あ
る
が
そ
の
跡
は
全
く
み
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
こ
の
須
恵
器
ｒ
を
埋
葬
流
設
の
残
洋
と
す
る
に

は
に
わ
か
に
同
意
で
き
難

い
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
残
る
祭
杷
的
意
味
に
つ
い
て
で
ぁ
る
が
、
周
口
に
は
北
及
び
東
側
に
は

取
り
囲
む
よ
う
に
土
原
墓
が
あ
り
、
南
側
は
未
発
掘
の
上
め
に
不
明
で
ぁ
る
が
西
側
に
は
長
尾
原
消
滅

一
号
古
墳
が
あ
っ
て
、
こ
の
須
恵
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取
り
囲
む
よ
う

に
土
広
墓
が
あ
り
、
南
側
は
未
発
撼

の
た
め
に
不
明
で
ぁ
る
が
西
側

に
は
長
尾
原
消
滅

一
号
古
墳

が
あ

っ
て
、
こ
の
寡
恵

器
群
の
出
土
地
点
は
中
ノ
原
段
丘
西
例
に
形
成
ど
れ
た
墓
地
の
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
等
の
墳
墓
群
と
相
関
連
す
る
祭
紀

的
意
味
を
も
つ
も
の
と
の
想
定
が
可
能
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
悪
定
が
肯
定
さ
れ
碍
ち
も
り
と
す
れ
ば
、
古
代
墓
制
究
明
の

上
に
今
後
検
討
す
べ
き
重
要
な
課
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

イ
、
第
一
土
拡
墓

第

一
ト
レ
ン
チ

一
区
に
検
出
さ
れ
た
土
広
で
あ
る
が
、
上
面
で
主
軸
が

一
・
四
八
米
広
幅
〇

・
八

五
米
狭
幅
Ｏ

「
六
米
深
さ
Ｏ

・
四
～

○

・
五
米
を
測
る
小
判
形
土
拡
で
、
主
軸
を
東
北
～
西
南
に
向
け
て
束
北
側
が
幅
広
く
形
成
さ
れ
て
お
り
、
中
に
○

・
入

四
×
Ｏ

ｏ
六
六

米
厚
さ
最
大
○

。
三
七
米
の
自
然
石

が
落

ち
込
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
土
広
は
近
く
で
は
昭
和
四
十
三
年
三
月

に
発
掘
詢
塗
を
装
施
し

た
瑞
橋
町
大
字
上
亀
谷
順
庵
原
Ｂ
遺
跡
か
ら
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
等
は
土
広
墓
と
考
え
て
誤
り
強

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
東
北
側

が
幅
広
い
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
恐
ら
く
こ
の
方
向
を
頭
部

と
し
て
遺
骸
を
安
置

し
た
墓
豚

で
あ
ろ
う
。
中
に
落
ち
込
ん
で
い
た
石
は
恐
ら

く
墓
広
上
面

に
墓
標

と
し
て
置
か
れ
て
い
た
も
の
が
、
木
蓋
の
腐
蝕
と
共
に
広
中

に
落

ち
込
ん
だ
も
の
で
は
ぁ
る

・
ま
い
力、
。
墓
拡
内
部
か

ら
は
混
入
土
に
ま
じ

っ
て
青
海
波
支
を
も

つ
須
志
器
片
が
二
片
検
出
さ
れ
た
が
こ
れ
は
副
葬
品

と
し
て
埋
葬
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
た
ぶ
ん
上
部
か
ら
の
混
入
物
で
あ
る
う
。
但

し
須
忘
器
包
含
層
と
の
何
等
か
の
関
連
は
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
が
と
も
あ
れ
こ
の

墓
返
の
年
代
を
積
極
的

に
知
る
こ
と
の
で
せ
る
遺
物
は
何
も
な
く
、
こ
の
墓
豚
だ
け
で
は
そ
の
年
代
を
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

（
写
真
２
）

ウ
、
第
二
土
拡
墓

第

一
ト
レ
ン
チ
ニ
区
南
端
か
ら
第

四
ト

レ
ン
テ
ニ
区
北
端

に
か
け
て
検
出
さ
れ
た
土
拡
で
、
上
面
に
お
い
て

一
や
九

三
×

一
。
一
一
米

深
さ
Ｏ

ｏ
四
七
米
を
測
る
小
判
形
を
呈
し
、
第

一
土
躯
墓
と
同
様

に
主
軸

を
西
北
～
東
南
に
お
く
墓

躯
と
考
文
ら
れ
る
も
つ
で
ぁ
る
。
ｔ

の
墓
躯
内

に
は
二
つ
の
柱
穴
が
認
め
ら
れ
る
が
、
壁
に
あ
る
柱
穴
に
は
上
部
の
黒
褐
色
耕
士
の
流
入
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
底
部
の

柱
穴
内

に
は
耕
上
の
流
入
は
認
め
ら
れ
ず

に
黄
褐
色
土
の
混
入
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
上
広
の
年
代
を
底
部

の
柱
穴
よ
り
も
新
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し
ぐ
壁
部

の
柱
穴
ょ
り
も
古
い
時
期

に
水
め
る
こ
と
が
で
せ
る
よ
う
で
ぁ
る
。

（
写
真
５
）

と
こ
ろ
で
こ
の
土
拡
墓
に
も
恐
ら
ぐ
上
部

に

墓
標

が
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
後

に
柱
穴
が
う
ち
込
ま
れ
て
あ
る
程
で
あ
る
か
ら
二
次
的

に
持

ち
去
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

内
部
か
ら
は
土
師
器
片
が
検
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
当
初
か
ら
内
部

に
収
め
ら
れ
た
副
葬
品
の
羨
欠

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
恐
ら
ぐ
二
次
的

な
混
入
物
で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
の
地
方

に
は
墓
広
の
上
部

に
土
器
片

を
置
く
風
習
が
早
く
か
ら
あ
り

（
例
え
ば
瑞
稽
町
大
字
鱒
淵
御
華
山

鋪
生
式
墳
墓
）
、
次
節
で
報
告
す
る
第

三
土

躯
に
も
そ
の
状
態
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
土
師
器
片
も
こ
の
上
広
墓
と
は
全
く

無
関
係
の
も
の
で
あ
る
と
も

い
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。

工
、
第

二
土

返
姦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

　

　

　

・一
　

卜・
　

　

　

　

　

一

第

ニ
ト

レ
ン
チ
ニ
区
に
検
出
さ
れ
た
土
拡
で
あ
る
が
、
こ
の
ょ

拡
は
上
面
に
お
い
て
主
軸
長

三

。
六
五
米
広
幅

一
。
四
米
狭
幅
Ｏ

。
八

米
を
測
り
、
主
軸
を
東
北
東
～
函
南
西
に
お
い
て
東
北
東

ρ
広
い
揆
形
を
呈
し
て
お
り
、
深
さ
は
○

。
一
五
～
○

。
二
三
米
と
浅
く
、
第

一
第

二
の
土
広
墓
と
比
べ
れ
ば
そ

の
形
態
を
異
に
す
る
が
、
し
か
し
や
は
り
墓

広
と
考
え
て
誤
り
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
東
北
東
に
頭
部

を
置

い
て
遺
骸
安
置
し
た
土
返
墓
と
考
え

ら
れ
る
「
こ
の
墓
広
か
ら
も
内
部
遺
物
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
墓
燃
上
面
に
土
師
器
片

が

か
た
め
て
置
か
れ
て
あ
り
、
こ
の
ょ
う
な
埋
葬
法
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
当
地
方
で
は
早
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
ぁ
っ
て
、

そ
α
風
智
を
踏
襲

し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
な
る
。
入
写
真

４
）
こ
の
墓
広
上
面
に
置
か
れ
て
い
た
土
師
器
片
の
中
に
国
縁

部
片
が
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
口
緑
部
片
は
新
し
い
式
の
も
の
で
あ
り
（
そ
れ
は
こ
の
地
方
に
お
い
て
も
既
に
須
恵
器
の
共
存
の
確
認
さ

れ
て
い
る
時
期
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
土
師
器
片
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
土
広
墓
の
年
代
を
古
墳
時
代
末
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

以
上
三
つ
の
と
拡
違
止

つ
い
て
報
缶
し
た
が
、
こ
れ
等

の
土
広
墓
の
中
で
年
代
の
確
認
で
き
る
も
の
は
古
墳
時
代
末
と
考
え
ら
れ
る
第

三
土
妖
墓
の
み
で
ぁ
る
け
れ
ど
も
、
恐

ち
く
他

の
二
つ
も
あ
ま
り
時
期
的
な
違

い
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
な
１

と
す
れ
ば
前
述
し
た
須

恵
器
片
群

と
も
時
期
的
な
差
長

は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
等

の
遺
構
を

一
括

し
た
埋
葬
形
態
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
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第 3図 竪穴住居跡群実測図
部
片

，
罵
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
日
縁
部
片
は
新
し
い

ヽ
式
つ
ヽ
の
で
あ
ヶ
（
そ
れ
は
こ
の
地
方
に
お
い
て
も
既
に
須
蕉
器
の
共
存
つ
確
認
さ

れ
～
い
る
時
期
の
も
の
で
あ
っ
て
、
と
の
と
師
器
片
に
よ
～
て
知
ら
れ
な
■
広
ュ
の
年
に
を
吉
舞
時
代
末
い
来
め
る
ュ
と
が
で
き‐
る
の
一

ち
Ｆ‐る
“
　
　
　
・・　
　
一　
．・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
…以
一
〓

，
つ
辻
棘

，ヽ…墓

‥に
‘つ
い
て
報
ｔ
ｔ
た
が
＾
こ
れ
壽
り
吐
�
墓
の
中
で
年
代
め
確
認
で
き
る
も
の
は
古
墳
時
代
末
と
考
え
ら
れ
る
第

二
≡
拡
墓
あ
み
資
あ
ね
０
一

，
札
、

４
ち
＜
抱
つ
上
っ
、
あ
一
り
時
期
的
な
違
●
は
一な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
な

，
ェと
す
れ
．虐
誰
述
し
た‥・賓

穂
器
片
群
と
ヽ
特
期
的
■
差
呉
は
な
い
も
の
と
‐思・わ
れ
、
■
れ
壽
の
遺
崎
セ
一
猛
し
た
連
夢
形
熊
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
な
ぅ
一
穏
ち

― 捗

号
③

Ｏ
③



れ
る
の
で
あ
・る
。
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

５
，

東
側
竪
穴
遺
博
群

，

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一

第

一
第
二
第
三
の
各
ト
レ
ン
テ
八
区
と
第
五
十
レ
ン
チ
に
か
け
て
検
出
さ
れ
上
竪
穴
遺
構
群
で

…あ
一挙
一
こ
の
遺
構
群
は
、
構
築
年
代
の

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
三
つ
の
竪
穴
遺
構
と
碁
南
北
に
走
る
濤
状
遺
構
と
が
複
合
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
最
も
南
側
に
作
ら
れ
て
い
て
破
損

の
少
な
い
遺
構
を

一
号
、
そ
の
北
側
に
あ

っ
て
半
療
し
て
い
る
竪
穴
遺
構
を
二
号
、
こ
の
二
つ
の
送
情
つ
東
側
に
は
ん
の

一
部
だ
け
痕
跡

を
止
め
て
大
部
分
消
滅
し
て
い
る
遺
構
を
三
号
と
名
付
け
て
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

先
ず
こ
れ
等
の
遺
陪
の
構
築
年
代
の
前
後
関
係
に
つ
い
で
で
あ
る
が
、　
一
号
竪
穴
は
三
号
・竪
穴
の
高
側
を
切

，
‘
作
ら
れ
て
い
る
か
ら

二
号
竪
穴
は

一
号
竪
穴
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
グ
、
二
号
竪
央
．は
そ
の
西
側
を
南
北
に
走
る
藩
状
遺
構
の
南
針
を
切

っ
て
作
ら
れ
て
い
る

か
ら
薄
状
遺
構
は
二
号
竪
穴
に
先
行
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
■
の
三
遺
情
は
溝
状
遺
構
↓
二
号
堅
穴
↓

一
号
竪
穴
の
順
に
構
築
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
三
号
竪
穴
は
平
面
図
で
み
る
と

一
見
二
号
竪
穴
の
東
南
部
を
切

っ
て
作
ら
れ
て
い
．な
洋
ヶ
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、

平
面
図
に
み
ら
れ
る
三
号
竪
穴
の
壁
線
は
断
面
図
に
は
殆
ん
ど
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
程

に
高
さ
の
差
は
認
め
ら
れ
ず
、
実
際
に
は

二
号
竪
穴
を
作
る
際
に
三
号
竪
穴
の
西
壁
及
び
北
壁
を
削

っ
て
二
号
竪
穴
の
床
面
の
延
長
を
三
号
竪
穴
の
床
面
に
末
み
た
も
の
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
、
む
し
ろ
三
号
竪
穴
は
二
号
竪
穴
に
先
行
す
る
遺
構
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ｔ
の
よ
う
に
み
る
と
三
つ
の
竪
穴
遺
構

は
三
号
↓
二
号
↓

一
号
の
順
で
購
築
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
三
号
竪
穴
と
藩
状
遺
構
と
の
前
後
関
係
を
示
す
証
拠

は
何
も
な
く
、
或
は

こ
の
両
者
は
同
時
的
な
遺
構
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
こ
れ
以
上
の
こ
と
が
諸
般
の
都
合
で
究
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
極

め

て
残
念
強
こ
と
で
あ

っ
た
。

（第
５
図

ｏ
写
真
８
）
更
に

一
号
竪
穴
と
二
号
竪
穴
と
の
前
後
関
係
は
単
に
遺
構
の
構
造
面
か
ら
知
れ
る
の

み
で
は
な
く
、
両
者
の
遺
浦
か
ち
出
上
し
た
土
師
器
片
か
ら
も
同

一
の
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、　
一
号
竪
穴
の
床
面
に
あ

っ

た
主
師
器
片
は
前
述
の
発
三
土
広
墓
上
面
に
置
か
れ
て
い
た
土
師
器
片
と
碁
同
時
期
の
も
の
で
土
師
器
と
し
て
は
新
じ
い
式
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
が

（写
真
‐２
）
ヽ
二
号
竪
穴
の
床
面
よ
り
検
出
さ
れ
た
土
師
器
口
縁
部
片
は
５
字
形
口
縁
で
、
底
部
片
を
み
て
も
未
だ
完
全
な
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丸
底

に
は
な

っ
て
お
ら
な
い
式

の
古
い
要
素
を
も

っ
た
土
師
器
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
二
号
竪
穴
は

一
号
竪
太
に
先
行
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

個
々
の
遺

構
の
状
態

に
つ
い
て
み
る
と
、
三
号
竪
穴

は
そ
の
痕
跡
の
み
で
あ
る
た
め
に
説
明
を
加
ぇ
る
こ
と
も
な
い
し
い
又
滞
状
遺
構

に
つ
い
て
も
上
面
で
碁
三
十

五
糎

の
幅
を
も
ち
、
深
さ
約
十
八
糎
の
Ｕ
字
形
断
面
を
も

つ
南
北

に
碁
水
干
な
遺
構
で
あ
る
と
い
う
外

は
両

端
が
不
明

の
た
め
に
説
明
の
仕
様
も
な
い
。
こ
の
造
構
群
中

つ
最
も
古
い
遺
構
に
つ
い
て
は
そ
の
時
期
も
詳
細
も
不
甥
と
い
う
の
外

は
な

い
の
で
あ
る
。

二
号
竪
穴

に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
隅
丸
方
形
の
形
態
を
と
め
、　
一
辺
は
完
全
な
南
北
に
走

っ
て
お
り
、
南
側
が
破
壊
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
壁
線

の
動
き
で
み
る
と
ぬ
壁

は
大
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
南
北
約
三
米
程
度

の
規
模
を
も
つ
も
の
で
ぁ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
西
壁
の
最
高
部

で
約

二
十
五
糎

の
掘
り
込
み
を
も

っ
て
床
面
が
南

に
緩
傾
斜
し
た
竪
穴
住
居
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
号
竪
穴
は
東
北

に
面
し
た
斜
面

に
作

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
規
模

は
上
面
で
西
北
～
東
南

三
米
西
南
～
東
北
四

ｏ
二
五
米
の
長
方
形
を

呈
す
る
隅
丸
方
形

で
、
西
爾
壁
の
中
央
部
か
ら
上
面
で
奥
行

一
。
六
米
幅
Ｏ

ｏ
三
～
Ｏ

・
六
二
米
の
奥
細
の
煙
道

が
つ
い
て
ぉ
り
、
壁

は

西
南
壁
が
最
も
高
く
て
碁
Ｏ

ｏ
三
五
米

を
測
り
、
西
北
壁
は
東
北
に
い
く
に
し
た
が

っ
て
低
く
な
り
、
西
南
壁
か
ら
三

。
一
米
の
地
点
で

消
滅

し
、
東
南
壁

は
西
南
壁
か
ち
東
北

に
Ｏ

・
六
米

の
地
点
で
切
ら
れ
て
、
そ

こ
か
ら
粘
土
の
結
造
物
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
床
面
は
束

北
に
碁
十
分
ノ

一
の
勾
配
を
も

っ
て
い
る
。

（
第
５
図
、
写
真

６
）
又
東
北
側
に
は
掘
り
込
み
は
な
く
て
粒
土
を
帯
状
に
並
べ
て
壁
を
作

つ
て
い
た
ら
し
く
、
現
存
最
高
約
十
糎
の
高
さ
を
も
つ
粘
士
壁
が
部
分
的
に
袋
存
し
て
い
た
。
西
南
壁
に
近
い
方
の
床
面
に
は
薄
く
黄
色

粘
土
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
あ
り
煙
道
相
の
焚
「
に
あ
た
る
部
分
に
も
粘
上
の
造
り
付
け
が
ぁ

つ
て
功

マ
ド
状
の
時
造
が
作
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
手
前
に
は
焼
灰
上
の
小
曲
が
で
な
て
い
た
。
更
に
カ
マ
ド
の
両
側
＝
竪
穴
の
両
隅
に
は
貯
威
用
の
も
の
と
思
わ
れ
る
浅
い
円
形
の
掘

り
込
み
が
あ

っ
た
。
煙
道
は
ｕ
字
断
面
を
も
つ
全
体

と
し
て
は
十
分
ノ

一
程
度
の
上
り
勾
配
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
底
部
に
は
大
き

′
な

く
ほ
み
部
が
で
き
て
い
て
灰
上
を
か
き
出
し
た
あ
と
が
う
か
が
え
、
文
煙
道
の
最
奥
部

に
は
石
が
立
て
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
更
に
注
意
す
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べ
き
こ
と
は
カ
マ
ド
部
か
ら
煙
道
の
焚
口
側
に
は
か
な
り
壁
の
焼
け
た
痕
跡
が
み
ち
れ
た
・亦
お
煙
道
の
奥
の
方
に
は
焼
け
た
痕
跡
は
あ
ま

り
な
く
、
恐
ら
く
煙
道
の
奥
の
都

…分．
は
長
い
も
の
を
作

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
丼
が

，
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
力
．マ
ド
の
付
け
ら

れ
た
竪
穴
住
居
は
船
橋
市
夏
見
町
夏
見
台
遺
跡

（
ニ
ュ
ー
サ
イ
ェ
ン
ス
社

「夏
見
台
」
▼

ｏ
東
京
都
板
僑
区
小
豆
沢
町
小
豆
沢
竪
穴
住
居

跡

（日
本
文
化
史
大
系
―
飛
鳥
時
代
）

。
長
野
県
下
伊
那
郡
喬
木
村
伊
久
問
原
遺
跡

（同
前
）

。
長
野
県
平
出
遺
跡

（
―司
‐前

）
等
々
で
も

知
ら
れ
て
お
り
、　
一
般
に
方
形
隔
丸
の
形
態
を
も
つ
竪
穴
で
、
土
師…
器
も
新
し
い
時
期
の
も
の
か
ら
カ
マ
ド
の
脇
現
は
み
ら
れ
る
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
の
長
尾
原

一
号
竪
穴
も
隅
丸
方
形
の
新
し
い
土
師
器
を
出
土
す
る
竪
穴
で
あ
る
こ
と
は
例
外
で
は
な
い
。
な
お
こ
の

一
号
竪

穴
の
カ
マ
ド
の
部
分
は
恐
ら
く
今
少
し
丁
寧
な
構
造
が
ぁ
っ
た
も
あ

と
推
測
さ
れ
る
が
、

二
次
的
な
攪
乱
が
か
な
り
ひ
ど
く
、
そ
の
た
め

に
破
壊
し
去
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
文
擬
乱
が
ひ
ど
い
た
め
に
遺
物
も
原
形
で
は
殆
ん
ど
保
存
さ
れ
て
お
ら
ず
い
僅
か
に
煙

道
内
に
密
着
し
た
土
師
器
片
を
見
出
し
た
の
み
で
あ
り
、
多
く
の
破
片
は
上
部
の
黒
土
居
中
に
無
稜
序

に
包
含
さ
れ
て
い
た
。
・　
．

一
一

柱
穴
に
つ
い
て
は
、　
百
〓

一
号
の
各
堅
穴
と
も
各

々
そ
の
構
造
に
付
随
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
幾

つ
か
ず
つ
ぁ
る
が
、
第
５
図
に
み

ら
れ
る
ェ
う
に
そ
れ
以
後
の
も
の
も
混
在
し
て
お
り
、
更
に
詳
細
な
検
討
を
必
要
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

４
　
西
側
特
殊
遺
情

第

軍
ト
レ
シ

チ
及
び
同
西
拡
張
区
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
構
で
あ
る
。
こ
の
場
所
に
は
地
表
に
二
基
の
灰
屋
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
と
、

長
尾
原

一
号
墳
の
存
在
地
点
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
調
査
は
極
め
て
難
行
し
た
。
灰
屋
は
碁
南
北
に
並
ん
で
い
た
が
、
そ
の
灰
屋
の
床
固

め
の
上
層
の
把
握
が
困
難
で
あ
り
、
地
形
も
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
た
め
に
非
常
な
時
間
を
費
し
た
の
で
あ
る
。

追
構
の
概
況
を
み
る
と
、
こ
の
部
分
で
段
丘
の
西
端
が
八
米
ば
か
り
削
り
取
ら
れ
た
段
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
下
段
の
地
山
商
は
凹
凸
は
か
な
り
あ
る
も
の
の
大
体
七
分
ノ

一
勾
配
で
段
丘
崖
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

ト
レ
ン
テ
の
中
央
稀
南
寄
り
の
地
点
か
ら
北
方
に
は
更
に
深
い
掘
り
込
み
が
つ
く
ら
れ
て
あ
り
、
そ
の
掘
り
込
み
の
中
が
遺
構
に
な

っ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
規
模
は
段
丘
崖
か
ら
束

に
碁
五
米
の
平
坦
部
が
作
ら
れ
、
北
側
は
今
回
の
調
査
の
区
域
の
外
側
に
ま
で
ヽ
連
な



っ
て
い
て
、
今
度
の
調
査
で
は
未
だ
そ
の
全
て
が
明
占
にｉ！
注
、す
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
一農
道
工
事
の
区
域
外

に
残
さ
れ
た
北
側
の

部
分

に
も
こ
の
遺
構
の
続
き
は
地
下

に
眠

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
範
囲
は
し
た
が
っ
て
遺
構
の
南
匈
部
分
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
だ
が
、
調
査
区
域
内
で
の
南
北

の
長
さ
は
東
側
で
六
・
三
米
西
の
段
丘
崖
頂
附
近
で
約
七

・
五
米
を
測
る
こ
．“
（
で
き
、
掘
り
込
．

み
の
南
端

に
は
壁
に
い
っ
て
東
側
か
ら
遺
静
平
担
部
ｏ
中
央
昨
近
に
ま
で
た
平
隠
離
五

ｏ
八
米
の
水
路
が
設
け
ヶ
た
て
か
り
、
そ
‥

の
水
路

の
終
端
か
ら
段
丘
崖
の
方
向
に
不
定
形
の
池
が
作
ら
れ
て
い
た
。
遺
構
の
東
側
は
三
段
に
構
築
さ
れ
て
あ
り
、
地
山
面
か
ら
約
三
十
糎
下

っ
て

一
平
担
部
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
更
に
約
四
十
糎
下
が

っ
て
遺
構
ペ
ー
ス
の
平
垣
面
が
で
≡
て
い
る
。．
遺
構
の
中
央
釉
南
寄
り
に

は
溶
駐
を
も
つ
円
形
の
炉
が
置
か
れ
て
あ
り
、
又
池
の
西
側
に
は

一
。
一
六
ｘ
Ｏ

。
六
米
の
長
方
形
の
範
囲
の
中
に
小
さ
な
円
礫
が
ぎ

っ

し
り
と
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
南
側
に
も
稀
薄
な
円
礫
群
が
み
ら
れ
る
。
但
し
こ
れ
等
の
礫
群
は
い
ず
れ
も
遺
儲
ベ
ー
ス
よ
り
も
約
三

十
糎
高
く
築
か
れ
た
ノ
メ
土
の
上
に
置
か
れ
て
あ

っ
た
。
更
に
文
調
査
区
域
内
の
北
寄
り
に
ヽ
円
礫
群
が
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
中
に
は

鉄

滓
や
須
恵
器
片
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
の
須
恵
器
片
の
中
に
は
円
礫
の
下
に
あ
る
も
の
も
あ

っ
て
、ヽ
こ
こ
の
鉄
滓
円
礫
須
恵
器
片

は
最

初
か
ら
混
じ
り
合
ち

て
い
た
も
の
を
こ
の
位
置
に
う
つ
し
た
よ
う
な
出
土
情
況
で
あ

っ
た
。
又
そ
の
礫
群
の
更
に
北
側
に
は
一
ｅ
町
Ｘ
Ｏ

。
六
米
厚
さ
Ｏ

“
四
米
の
平
板
状
の
自
然
石
が
遺
構
、
ド
末
に
密
着
し
て
お
か
れ
て
あ
り
、
そ
の
東
側
に
は
鉄
滓‐
が
多
数
散
乱
し
て
い
た
。

こ
の
外
細
か
い
全
徳
の
様
子
の
詳
細
は
複
雑
な
た
め
に
文
字
で
は
表
現
し
難
い
の
で
、
第
４
図
及
び
写
真
９
‐０
‐‐
を
御
参
照
願
い
た
い
。

・

な
お
通
踏
ペ
ー
ス
ま
で
の
地
表
か
ら
の
深
さ
は
約
八
十
糎
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

水
路
あ
構
造
に
つ
い
て
み
ち
と
ヽ

状
十き
ネ
剤

‐
´
り
取
ち
韓
て
段
の
で
き
て
い
る
部
分
よ
り
も
更
に
東
側
の
上
位
置
か
ら
水
路
は
設
け
・ら
れ

て
あ
り
、
段
の
部
分
に
は
石
を
立
て
お
け
、
水
の
落
ち
る
位
置
に
は
更
に
石
を
敷
い
て
水
圧
に
よ
っ
て
水
路
底
が
掘
れ
く
ぼ
む
こ
と
の
な

い
よ
う
に
４
夫
さ
れ
て
あ
り
、
そ
ｔ
み
ち
融
側
は
約

一
・
八
米
に
ゎ
た
っ
て
水
路
中
の
北
側
に
粘
土
ヅ
メ
を
し
て
水
路
の
幅
を
狭
く
し
、

段
の
部
分
ム
ら
酉
に
Ｏ

ｏ
六
米
の
位
置
が
最
も
狭
く
な

っ
て
い
て
僅
か
に
そ
あ

幅
は
二
十
二
糎
し
か
な
く
、
更
に
ｔ
の
狭
い
部
分
て
は
水

路
底
か
ら
十
六
糎
上
の
と
こ
ろ
に
二
十
四
Ｘ
十
四
糎
の
長
方
形
の
偏
平
な
小
礫
を
わ
た
し
て
小
さ
な
ホ
ン
ネ
ル
が
意
図
的
に
作
ら
れ
て
あ
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て
あ
り
ゞ

段
の
部
分
に
は
石
を
立
て
件
け
≡
た
ら
，落
ち
る
位
置
に
は
更
に
石
を
敷
い
て
水
圧
に
よ
っ
て
水
路
底
が
掘
れ
く
ば
む
こ
と
の
な

い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
ぁ
り
、
そ
こ
み
・ら
西
刊
は
約

一
。
八
米
に
ゎ
た
っ
て
水
路
中
の
北
側
に
粘
土
プ
メ
を
し
て
水
路
の
幅
を
狭
く
し
、

段
の
部
分
力、、ら
酉
に
Ｏ

ｏ
六
米
の
位
置
び
最
∫
狭
く
な

っ
て
い
て
僅
か
に
そ
の
幅
は
二
十
二
糎
し
か
な
く
、
更
に
こ
の
狭
い
部
分
で
は
水

路
底
か
ら
十
六
糎
上
の
と
こ
ろ
に
二
十
四
Ｘ
十
四
糎
の
長
方
形
の
偏
子
な
小
礫
を
わ
た
し
て
小
さ
強
４
ン
ネ
ル
が
意
図
的
に
作
ら
れ
て
あ

Ｏ‐∝ハ狐就
だ

第4図 西狽J特殊遺構実測図
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っ
て
、
こ
こ
で
流
水
の
調
節
が
で
き
る
仕
組
に
な
つ
て
い
る
。
そ
こ
を
過
ぎ
る
と
水
路
の
幅
は
八
十
糎
ぐ
ら
い
の
広
さ
に
な
つ
て
い
る
が
、

池
に
近
い
部
分
で
は
そ
の
幅
は
再
び
狭
く
な

っ
て
約
二
十
糎
を
測
る
程
で
あ
る
。
ヌ
水
路
の
落
差
は
上
端
か
ら
池
の
縁
ま
で
一
。
四
米
を

測
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
路
底
の
凹
凸
は
極
め
て
ひ
ど
く
、
又
水
路
の
底
に
は
薄
く
砂
が
残
り
更
に
爾
生
式
上
器
及
び
古
式
土
師
器
の
破

・片
が
多
数
こ
ろ
が
り
込
ん
で
い
た
。
今
回
の
発
掘
で
鞠
生
式
土
器
片
が
み
ら
れ
た
の
は
こ
の
水
路
の
中
だ
け
で
あ
り
、
水
路
底
に
薄
く
残

つ
て
い
た
自
砂
は
花
商
岩
質
の
も
の
で
こ
の
段
丘
上
に
は
存
在
し
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
共
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

（
写
真

Ｈ
）
・

中
央
釉
南
寄
り
に
置
か
れ
て
い
た
溶
壁
を
も
つ
炉
は
径
約
七
十
糎
の
円
形
炉
で
、
高
さ
は
遺
構
べ

，
ス
か
ら
十
四
糎
高
く
な
っ
て
い
る
。

炉
の
中
の
灰
層
の
底
か
ら
は
鉄
洋
と
須
恵
器
片
が
検
出
さ
れ
た
。

さ
て
こ
の
遺
構
の
年
代

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
中
央
の
炉
内
の
灰
層
の
下
か
ら
須
恵
器
片
が
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ぢ
、
と
の
遺
構

の
上
限
を
こ
の
須
志
器
片
の
時
期
に
水
め
る
こ
と
は
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
下
限
を
き
め
る
積
極
的
な
き
め
手
は
な
い
。
だ

が
こ
の
遺
構
内
か
ら
多
く
出
土
し
た
須
恵
器
片
の
出
土
状
態
か
ら
推
し
て
こ
れ
等
の
須
恵
器
片
の
時
期
が
そ
の
ま
ま
こ
の
遺
構
ら
時
期
を

あ
ら
わ
す
も
の
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
出
土
し
た
須
恵
器
片
は
全
て
青
海
波
文
を
も
つ
極
め
て
新
し

い
式
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
遺
構
も
新
し
い
須
忘
器
の
時
期
の
も
の
と
し
て
誤
り
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
遺
稽
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
遺
構
も
や
は
り
部
分
的
に
は
か
な
り
攪
乱
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
こ
の
遺
情
内
か
ら
検
出
さ
れ
た
多
く
の
鉄
滓
の
出
土
状
態
は
恐
ら
く
原
形
を
止
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
の

鉄
解
を
伴
う
遺
構
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
ど
う
し
て
も
鉄

に
関
係
あ
る
工
一房
跡
で
あ
ろ
う
と
す
る
推
論
に
は
ま
ず
譲
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

だ
が
鉄
を
ど
う
し
た
遺
構
か
と
い
う
段
に
な
る
と
容
易
に
決
し
か
ね
る
。
水
路

・
溜
池

ｏ
炉
と
備

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
鍛
治
屋
跡
と
も
考

え
ら
れ
る
し
或
は
そ
う
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
あ
ま
り
に
も
疑
間
が
多
過
ぎ
る
。
多
数
の
円
礫
は

一
体
何
で
あ
ろ
ヶ
か
。
水
路
の

中
に
ど
う
し
て
花
筒
岩
質
の
自
砂
や
蜘
生
式
±
器
片
が
入

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
こ
の
遺
構
を
し
て
察
恵
器
を
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伴
う
嵌
に
関
す
る
工
房
肺
一

あ
な
と
い
う
に
止
め
詳
細
に
今
後

の
検

…討
に
待
ち
た
い
。
な
お
最
後

に
、
こ
の
遺
情
で
は
柱
穴
が
僅
か
に
三

個
し
か
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
も
今
後

の
検
討
を
要
す
る
課
題
で
ぁ
ろ
う
。

一
一

担
、
遺
物

の
概
況
と
結
語

遺
物
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
あ
ち
一こ
ち
で
触
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
紙
数
の
都
合
上
割

愛
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
全
体
的
に
み
て
、
今
回
の
調
査
に
よ
つ
て
検
出
さ
れ
た
遺
物
は
須
恵
器
片

・
土
師
器
片

ｅ
特
殊
遺
縛
？
水
路
内

の
輸
生
式
土
器
片

。
石
斧
工
個

。
長
尾
原

一
号
墳

の
副
葬
品
の
残
洋
と
み
ら
れ
る
鉄
鏃
片
と
刀
子
片

の
各

一
片

ｏ
多
数
の
鉄
滓
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
鉄
畔
に
つ
い
て
は
今
後
そ
の
分
析
を
試
み
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
石
斧
は
蛤
両
刃
の
敲
製
で
作

，
の
丁
寧
な
も
の
で
あ
っ
た
が
（

こ
の
出
土
地
点
が
遺
構
で
ぁ
る
こ
と
は
認
わ
ら
れ
な
か
っ
た
。
須
意
器
片
は
そ
の
大
部
分
が
新
し
い
式
の
青
海
波
文
を
も
つ
箋
片
で
ぁ

っ
一

た
し
、
土
師
器
片
も

一
部
を
除
い
て
は
大
部
分
が
こ
の
地
方
で
も
既
に
須
意
器
と
伴
出
す
る
式
の
新
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
“
だ
け
に

残
さ
れ
た
遺
構
も
古
墳
時
代
末
み
ら
そ
の
直
後

に
か
け
て
つ
斬
し
ぃ
も
の
が
大
部
分
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
又
造
跡
全
体
が
二
次
的
な

攪
乱
を
か
な
り
ひ
ど
く
受
け
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
土
器
等
は
全
部
こ
わ
さ
れ
て
無
次
序
な
出
土
状
態
の
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
も
今
日

の
調
査
の
特
徴
と
い
え
る
で
ぁ
ろ
う
。

だ
が
ｔ
れ
だ
け
の
攪
乱
を
受
け
て
い
た
に
し
て
は
遺
講
の
保
存
は
か
な
り
良
か

っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
調
査
区

域
中
の
こ
ヶ
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
具

つ
‐た
遺
構
群
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
こ
と
で
ぁ

っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

中
国
山
地
の
真
只
中
に
も
土
師
器
の
後
半
に
は
隅
丸
方
形
の
堅
穴
往
居
に
カ
マ
ド
が
出
現
し
て
い
た
争
実
が
判
明
し
た
こ
と
、
Ｒ
土
源
擦
・

埋
葬
法
の

一
″
態
が
疼
定
さ
れ
た
こ
と
等
は
極
め
て
重
要
ｋ
こ
と
で
ぁ

っ
た
。
更
に
古
べ
に
お
け
る
鉄
に
関
す
る
工
一房
跡
の
発
・見
も
見
逃

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
中
国
山
地
の
鉄
資
源
の
開
発
が
石
見
国
に
お
い
て
も
既
に
始
め
ら
れ
て
お
、り
、
後
賀
茂
別
雷
社
領
と
な

っ
た
当
地
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の
鉄
資
源
の
行
方
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
或
は
曲
間
荘
園
の
経
営
形
態
等
に
ま
で
も
そ
の
メ
ス
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
の
か
も

知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
三
様
に
重
要
な
課
題
を
は
ら
む
三
種
の
遺
構
に
つ
い
て
は
到
底
限
ら
れ
た
紙
数
に
述
べ
つ
く
せ
る
も
の
で

は
な
か

っ
た
。
今
後
更
に
検
討
を
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構
を
よ
り
詳
細
に
報
告
す
る
機
会
を
是
非
つ
く
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
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1.須恵 器片 散布状 態

(手 前 にみ える土 手様

の土 帯 は後 代 の石垣

構 築 の ための もので

ある。「旬 う側 の凹吉Б

は第 3土羨 墓 )

2.第 1土壊 墓

3.第 2土羨 墓



4.第 3土羨 墓

5。 1号竪 穴付属煙 道

上部黒 土 層 中土 師

器片 出土情況

6.1号竪 穴 全景

|■, |
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7.1号竪 穴 煙 道及 び

焚 国の構 造

礁

療Ⅲ
Ⅲr・・ 8.1号竪穴 2号竪 穴

_  溝状構 造 の接 旬虫部

9.西側 特 殊遺構 全景



下‐
10.西側 特 殊遺構 内北

端 の礫 ・ 須 恵 器片

鉄 滓 出土情況

西側 特 殊遺構 に注

ぐ水路 全景

12.1号 竪 穴姻 道 内 出土 土 師 器

13.2号 竪 穴床 面 出土 師 器


